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久しぶりの田植え体験、それも100名余りの体験は私にとって初めてであり、何らかの事故

が起きないか心配でした。しかし、皆様が植えている姿や笑顔で心配が消え、私自身も皆様の
楽しい輪にいることが出来ました。ありがとうございました。
さて、今年は天候にも恵まれ水も豊富にあり、計画通りに田植えを終えることができました。

植えたばかりの弱々しい苗がしっかり天に向かって立ち、地に根を伸ばしており、分けつも進
んでいます。これから田の中の様子が一気に変わってくるでしょう。

令和5年 4-5月号

4月〜5月の作業内容

ハウス育苗 代かき （表面を平らにする） 田植え

1. 育苗(いくびょう）

最近では稲刈り後の秋と田植え前にも

肥料を混ぜて数回行います。田んぼの

深さを均平化して水管理をしやすくす

る意味があります。田んぼ内で高低差

があると肥料がまんべんなく行き届か

なくなったりする為です。

2. 田起こし・荒起こし 3. 代かき(田植え直前準備） 4. 田植え

田んぼに水を張って土を丁寧に細かく

砕き、土の表面を平らにする作業です。

代かきは苗を植え易くし、肥料をむら

なく土に混ぜ込み、また雑草等も全て

埋め込むこととでその後の雑草の発芽

を防ぐ役割もあります。

代かきで土を落ち着かせた3日後位が

田植えのベストタイミングです。田植

え機にハウスで育った12-15㎝程の苗

と同時に撒く肥料をセットし、機械が

苗3-4本を1株として等間隔に植えて

いきます。

しろ

苗半作という言葉があり、育苗は稲の

生育や収量に大きな影響を与えます。

数百枚の苗箱をハウス内に並べる作業

はそれなりに重労働なので皆で協力し

て行います。そして適切な温度管理・

水管理を行い良質な苗を育てます。

田起こし

ニールファーム
オーナー 株式会社 新流
産    地  三重県伊賀地区
水田面積 9.0アール
保 証 量 玄米252kg
形態品種 無農薬栽培コシヒカリ
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